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固

R際

の
原
理
(
土
)

I 

課
題
一
世
界
経
済
の
異
質
化
と
同
質
化

日

u
踏
切
円
円
仲
良

E
S
(
一
八
七

0
1
一
九

一
四
)
で
は
産
業
革
命
を
成
功
さ
せ
た
イ

ギ
リ
ス
は
、
爾
余
の
世
界
と
の
聞
に
「
世

界
経
済
の
異
質
化
」
を
生
み
出
し
た
。
国

際
金
本
体
位
制
(
一
八
二
ハ

1
一
九
一

四
)
の
巧
妙
な
運
営
に
よ
り
物
価
と
為
替

相
場
を
一

O
O年
の
長
き
に
わ
た
り
安
定

に
保
っ
た
。

大
規
模
な
技
術
革
新
を
契
機
に
先
導
国

に
新
産
業
が
勃
興
し
、
世
界
経
済
が
補
完

的
異
質
構
造
を
形
成
し
、
ア
メ
リ
カ
に
植

民
地
を
開
拓
し
、
自
由
貿
易
・
投
資
が
繁

栄
す
る
黄
金
時
代
へ
前
進
し
た
。
し
か
し

そ
れ
は
後
続
諸
国
の
雁
行
型
発
展
を
誘
発

し
、
そ
れ
ら
諸
国
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
に

よ
り
世
界
経
済
は
相
魁
的
同
質
化
に
陥
り
、

諸
国
は
保
護
主
義
に
後
退
し
、
経
済
摩
擦

が
深
刻
化
し
、
世
界
経
済
は
混
乱
し
停
滞

し
た
。
司
自
国
立

H
S
E
Sは
一
九
三

0
年

代
初
期
の
世
界
恐
慌
を
導
き
、
第
二
次
世

界
大
戦
に
帰
着
し
た
。
H
U
回
以
〉

5
0片
付
告
白

H

は
ブ
レ
ト
ン
ウ
ツ
ヅ
体
制
の
崩
壊
(
一

九
七
一
な
い
し
一
九
七
三
)
に
よ
り
混
迷

の
世
界
経
済
再
同
質
化
期
に
入
っ
た
。
こ

の
困
難
を
克
服
し
、
い
か
に
し
て
司
自

〉

B2-ngm同
国
を
構
築
す
る
べ
き
か
が

現
代
の
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

世
界
経
済
を
同
質
化
の
矛
盾
か
ら
止
揚

島

し
相
五
促
進
的
な
世
界
経
済
の
再

(
o
r

高
度
)
異
質
化
の
方
途
は
な
い
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
追
求
す
る

「
合
意
的
分
業
ω唱・
2仏

8
3長
自
民
O
ロ」

の
課
題
で
あ
る
。
な
お
こ
の
英
語
を
一
時

「
協
調
的
分
業
」
と
、
訳
し
た
が
こ
こ
で

再
ぴ
「
合
意
的
分
業
」
と
い
う
語
を
用
い

る
こ
と
に
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
は
、
独
り
生
産
力
の

拡
充
に
成
功
し
た
米
国
に
よ
っ
て
、
世
界

経
済
の
異
質
化
を
実
現
し
た
。
だ
が
西
欧

の
復
興
、
日
本
経
済
の
急
成
長
、
開
発
途

上
国
の
台
頭
な
ど
に
よ
り
世
界
経
済
は
同

質
化
し
、
高
度
異
質
化
へ
止
揚
す
る
方
途

を
追
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
の
第
E
節
で
は
先
ず
国
際

分
業
の
利
益
の
源
泉
と
な
る
規
模
の
経
済

清

こじま きよし 1920年生まれ。一橋大学
名誉教授。著書:r雁行型経済発展論j(全
3巻、2003年、2004年、2006年、文民堂)、『太
平洋経済圏の生成j(編著、 2001年、文民
堂)他。

性
を
生
む
「
印

gMWBgえ
E
a
oこ
を
導

入
す
る
。
続
い
て
、
同
質
2
国
A
、
B
と

類
似
2
財
X
、
Y
(相
似
性
の
仮
定
)
に

つ
い
て
合
意
的
国
際
分
業
(
山
明
。
包

印
句
。
巳
色
町
ω位。ロ
O
円。。，
H
U

円O
門田口

2
5ロ
)
の

ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
る
。
両

財
は
「
M
O
S
付
き
由
民
H
F
g∞
己
法
則

に
従
い
平
均
費
用
が
最
小
最
適
規
模

(自

B
F
Bロ
g
o
u
t
B包
虫
色
。
一
宮
O
印
)

に
達
す
る
ま
で
逓
減
し
、
以
後
コ
ン
ス
タ

ン
ト
な
限
界
費
用
H

平
均
費
用
に
な
る
。

規
模
の
経
済
性
の
小
さ
い
宮
砂
丘
日
な
生

産
方
式

α
と
そ
れ
の
よ
り
大
き
い

自
官
民

R

F
と
が
描
か
れ
る
。
両
国
合

計
の
需
要
を
満
た
す
よ
う
A
国
は
Y
財
の

生
産
に
、
逆
に
B
国
は
X
財
の
生
産
に
そ

れ
ぞ
れ
生
産
特
化
す
る
な
ら
ば
、

2
3，
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民
O
門
生
産
方
式
へ
の
能
率
化
が
可
能
と

な
り
、
両
国
と
も
に
輸
入
財
を
よ
り
低
廉

に
か
つ
よ
り
大
量
に
入
手
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
が
合
意
的
国
際
分
業
が
も
た

ら
す
共
存
共
栄
の
利
益
で
あ
る
。
た
だ
そ

う
な
る
た
め
に
は
輸
入
す
る
こ
と
に
な
る

財
へ
の
市
場
(
需
要
)
を
相
互
に
提
供
し

合
う
と
い
う
合
意
が
予
め
成
立
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
合
意
的
国
際
分
業
は
、
最

も
有
効
な
双
方
国
の
同
時
的
幼
稚
産
業
育

成
策
で
も
あ
る
(
参
照
一
小
島
清
「
世
界

経
済
評
論
」
二

O
O八
・
二
)

第
E
節
に
入
っ
て
、
合
意
分
業
の
諸
形

態
が
関
わ
れ
る
。
一
国
の
経
済
発
展
は
、

圏
内
生
産
の
内
包
的
発
展
か
ら
始
ま
っ
て
、

外
国
貿
易
や
海
外
直
接
投
資

(
3
5宮

口

5
2
ロ
ヨ

2
5
8
h
g
H
)
な
ど
外

延
的
拡
大
即
ち
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ
l
シ
ヨ
ン

を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を

通
じ
て
、
発
展
は
企
業
の
利
潤
極
大
化
を

目
ざ
す
活
動
に
負
う
。
多
国
籍
企
業

(
M

N
C
)
の
創
意
と
競
争
の
結
果
に
他
な
ら

な
し
。「
合
意
分
業
」
の
大
部
分
は
、
自
由
な

市
場
競
争
の
結
果
と
し
て
自
然
に
生
み
出

さ
れ
る
。
企
業
が
合
併
し
大
規
模
化
す
る

の
は
、
拡
大
し
た
企
業
内
部
門
の
合
意
分

業
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
る
。
]
。
ぼ
件

〈
B
E
Zを
は
じ
め
各
種
の
技
術
提
携
、

生
産
提
携
も
同
じ
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
を

相
互
に
認
め
合
う
の
も
そ
う
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
企
業
の
戦
略
に
よ
っ
て
決
ま
る
話

し
合
い
の
合
意
分
業
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

の
言
う
お
互
い
に
市
場
を
与
え
合
う
と
い

う
合
意
が
も
っ
と
広
ま
っ
て
よ
い
。

自
由
競
争
と
い
う
暗
黙
の
合
意
か
ら
、

話
し
合
い
に
よ
る
合
意
ま
で
、
長
い
形
態

リ
ス
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
貿
易
・
直
接

投
資
な
ど
国
際
取
引
の
す
べ
て
が
、
そ
の

精
神
は
合
意
分
業
で
あ
る
。
同
質
化
の
矛

盾
を
止
揚
す
る
に
は
、
こ
の
こ
と
に
立
戻

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

E 

合
意
分
業
の
生
成

ルサ
ン
ク
コ
ス
ト

モ
フー

サ
ン
ク
(
埋
没
印
医
長
)
コ
ス
ト
・
モ

デ
ル
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
が
「
合
意

分
業
」
の
利
益
の
基
礎
を
明
ら
か
に
す
る
。

通
常
(
国
O
C
U
B
B
B仏
間

E
m
gロ

呂
田
な
ど
で
も
)
次
の
費
用
関
数
を
用

い
る
。総
費
用
寸
の
H
円

(
H
)
H
Q
+
?
H

平
均
費
用
〉
n

H
の
(
H
)
¥
H
H
Q
¥
H
+
守

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
少
し
改
良
し
て
、

以
下
の
如
き
「
M
O
S付
き
サ
ン
ク
コ
ス

実
証
研
究
に
お
い
て
は
、
合
意
分
業
が

盛
大
に
な
る
こ
と
は
産
業
内
貿
易

(
E
R釦
l
宮
門
吉
弘
司
可
包
σ)

の
割
合
が
大

き
く
な
る
こ
と
で
示
さ
れ
る
。

E
U
に
お

い
て
も
ア
ジ
ア
(
日
本
を
含
む
)
に
お
い

て
も
垂
直
的
産
業
内
貿
易
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
部
品
対
製
品
と
い
う
合

意
分
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
結
成
が
盛
ん
に

な
る
と
い
う
地
域
統
合
の
進
展
を
反
映
し

て
い
る
。
こ
う
し
て
、
合
意
分
業
を
勧
め
る
結
論

(第
N
節
)
に
到
達
す
る
。

ト
」
関
数
を
使
用
し
た
い
。

総
費
用

「

b
+
F
・

内

弓

寸の
H
円

(

H

)

{

1

5

1

1

戸

(

ぬ

¥
H
*
+
σ
)
H

従同~
つ|仇

てれ~ ~ .v 
¥H  

ψ 

ヤこ

(
た
だ
し

α、

H
gロ
己
目
。

平
均
費
用

!
?
、
*
、

i

z

 

「

¥
H
+
~
v

同

H
M帆
H
*

〉の
H
円

(
H
)
¥
H
{

事

*

{hN¥Hd司

+
~
v

同

H
V
H
d司

(
凶
)

こ
こ
で
は

x
は
生
産
量
(
よ
り
一
般
的

に
は
取
引
量
で
あ
り
、
時
に
販
売
量
な
い

し
購
買
量
と
さ
れ
る
)
で
あ
る
。

αは
生

産
量
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
額
を

要
す
る
固
定
費
用
(
町
出
仏

g色
、

b
は

生
産
量
に
比
例
し
て
繰
り
返
し
必
要
と
な

る
単
位
当
た
り
可
変
費
用
(
〈
R
U
E
o

g印
乙
で
あ
る
。
ま
た
、

f
は
最
小
最
適

規
模

(
M
O
S
)
で
あ
る
。

x
が
グ
に
達

す
る
ま
で
は
技
術
的
規
模
経
済
が
働
き
、

産
出
物
単
位
当
た
り
固
定
投
資
費
用
た
る

お
¥
H
は

x
の
増
加
に
つ
れ
逓
減
す
る
。

f

量
で
規
模
経
済
は
実
現
さ
れ
つ
く
し
、

Z

が
〆
以
上
に
な
る
と
、
平
均
固
定
投
資
費

用
は
ぬ
¥
ヘ
H

O
に
な
る
。
つ
ま
り

α
は
減

価
償
却
ず
み
と
な
る
の
で
あ
る
。

図
ー
を
見
ょ
う
。
守
口
白
は
ぽ
砂
丘
O
円

包
O
骨
ぬ
の
総
費
用

(
T
C
)
曲
線
、

吋
の
』
は
印
ロ
U
O
E
R
B
O仏o
h

の
そ
れ
で

あ
る
。
縦
軸
の
OKぎ
が

α
方
式
の
固
定

費
用

E
で
あ
り
、

F
方
式
の
そ
れ
ξ

H

o
h
h
の
方
が
大
き
い
。

k
c
l
M
J
n
白
線

の
傾
斜
は
可
変
費
用

b
で
あ
り
、

8
5
S
Eな
限
界
費
用

(
M
C
)
で
あ
る
。

生
産
物
単
位
当
た
り
平
均
費
用

(
A
C
)

は、

0
点
か
ら
叶
内
白
線
に
引
い
た
、
例

え
ば

oh白
線
の
傾
斜
で
示
さ
れ
る
。
〉
の

H
Q
¥
H
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
傾
斜
は
生
産

量
Z
の
増
加
に
つ
れ
、
次
第
に
緩
や
か
に

な
る
。
つ
ま
り
逓
減
費
用
を
示
す
。
そ
れ

は
同
吋
白
線
に
無
限
に
接
近
す
る
。
こ
れ

羽田.4・34世界経済評論



合意的国際分業の原理(上)

TC 

が
通
常
の
費
用
関
数
で
あ
る
。

生
産
物
単
位
当
り
固
定
費
用

Q
Kが
漸

減
す
る
の
は
、
固
定
投
資

α
が
次
第
に
減

価
償
却
さ
れ
、
無
き
に
等
し
い
も
の
と
み

な
さ
れ
る
(
そ
れ
が
回
目
持
(
埋
没
)
と

い
う
こ
と
で
あ
る
)
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で

α
が
由
民
持
さ
れ
つ
く
す
最
小
最
適
ス

ケ
ー
ル
(
冨
吉
即
日
ロ
B
O
U己
B
ロ
B

P
色
。
一
冨
O
印
)
H
f
が
あ
る
と
す
る
。

M
O
S
点
で
は
ぬ
¥
H
J
H
O
と
な
る
。
従
っ

て、

f
を
越
え
る
と
寸
の
H
Q
¥

ヘ
(
H
O
)

+
?
へ
ま
た
〉
の
H
守
と
な
る
。
図
ー
で

は
ら
点
ま
で
は

A
C
が
逓
減
し
、
円
、
点

以
後
は
印
向
、
H
，
n白
線
の
傾
斜
つ
ま
り
b

TCp 

Total Cost Curve 

TCa 

図1

が
平
均
費
用
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
円
切

点
は
由
。
包
o
u
oぽ件、
H
へ
を
最
小
最
適

(
M

Aa 

Average Cost Curve 

AC 

図2

AC 

O
S
)
生
産
量
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
図
ー

の
よ
う
に
皇
官
民

R
方
式

F
は、
E
O
H・日
O
吋

(ii) B国のY財の輸入

Aa 

D2 

Aa ‘ 
J ‘ 
V、d

-¥イ‘
ハ¥¥Sn¥.1

Pα|一世γヰ
占'¥a

乃トー・ーーーーーー・----ー-Y
D2' 

(1) A国のY財の生産・需要・輸出

Aa 

ftp 

X 

5 

Xa* Xl X2 

な

α
に
く
ら
べ
、
よ
り
大
き
な
固
定
投
資

αを
必
要
と
す
る
が
、

M
O
S
生
産
量

♂
は
よ
り
大
き
く
な
り
、
従
っ
て
f
以
上

の
生
産
量
に
つ
い
て
の
単
位
可
変
費
用

b
は
よ
り
小
さ
く
な
る
。

b
は
限
界
費
用

(
M
C
)
で
あ
る
が
、

gロ
己
目
円
で
あ
る

か
ら
、

f
量
以
上
の
産
出
量
に
つ
い
て
の

平
均
費
用

(
A
C
)
で
も
あ
る
。

図
1
の
T
C
曲
線
を
描
き
直
し
て
A
C

曲
線
を
求
め
る
と
図

2ω
の
よ
う
に
な
る
o

h
a
l
p
-
h
k
が
宮
砂
丘
2
5
0門
ぽ
白
に

よ
る
平
均
費
用
曲
線
で
あ
り
、

k
f
l
h
h
l

k

山
田
、
が
印
己
旬
。
江
R
B
O仏
σ
h
w

に
よ
る
A
C

曲
線
で
あ
り
、
上
述
の
こ
と
を
満
た
し
て

い
る
。平
均
費
用
曲
線
の
水
平
部
分
に
需
要
曲

線
が
交
わ
り
そ
こ
に
価
格
(
な
ら
び
に
需

給
量
)
が
き
ま
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
点
1

に
お
け
る
よ
う
に
、
価
格
日
平
均
費
用
H

限
界
費
用
と
な
り
、
完
全
競
争
条
件
が
満

た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
の
平
均
費
用
曲
線
が
交
わ
る

e点

An習

を
転
換
点

(2-R530E)
と

い

捌

ぅ
。
そ
の
時
の
生
産
量

(
o
r
需
要
量
)
論

ど
よ
り
も
生
産
量
が
少
い
聞
は

α
方
式
の
潤

平
均
費
用
の
方
が

F
方
式
よ
り
も
安
く
、
唱

。zを
越
え
る
と
逆
に

F
方
式
の
方
が
安
く
聞

な
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
晴

つ
ま
り
転
換
点
の

oz量
を
越
え
る
程
に
需

3

O Xs X3 xl X4 Xa* Xl X2 X。O 



要
(
市
場
)
が
大
き
く
な
る
な
ら
ば

E
U
E
R生
産
方
式
に
移
る
こ
と
が
有
利

に
な
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、

小
島
基
準
一

Q
K
J
O
に
な
る
最
小
最
適

規
模

(
M
O
S
)

の
f
が
よ
り
大
き
く
、

f
以
上
の
生
産
量

の
可
変
費
用

TH
平
均
費
用
が
低
廉
に
な

る
程
、

g
u
g
o円
な
生
産
方
法
で
あ
る

(
た
だ
し
M
O
S
た
る
♂
が
大
き
く
な
る

に
は
よ
り
大
き
な
、
か
つ
よ
り
優
れ
た
技

術
を
内
包
す
る
固
定
投
資
(
そ
れ
が

印
5}附
さ
れ
る
)
α
を
必
要
と
す
る
)
。

つ
い
で
に
、
通
常
の

g
E
g
E
E
O

B
R
W
Eと
か
独
占
的
競
争
に
よ
る
市
場

均
衡
は
こ
う
で
あ
る
(
木
村
二

0
0
0、

一
二
八
ペ
ー
ジ
、
菊
池
二

O
O
一
、
一

四
j
三
七
ペ
ー
ジ
参
照
)
。

図
2
の
パ
ネ
ル
川
を
見
ょ
う
。
右
下
り

の
h
a
-
h
a
は
平
均
費
用
A

C
曲
線
、
丸
、

は
需
要
曲
線
つ
ま
り
企
業
に
と
っ
て
の
平

均
収
入
A
R曲
線
で
あ
る
。
両
曲
線
が
交

わ
る
点
イ
で
需
給
が
均
衡
し
市
場
価
格
が

き
ま
る
。

H
U
R
l
-
P
水
平
線
が

8
5
E
Eな

可
変
費
用
す
な
わ
ち
限
界
費
用
M
C
で
あ

る
。
点
ロ
で
こ
の
限
界
費
用
が
限
界
収
入

と
一
致
し
、
従
っ
て
そ
こ
で
は
限
界
利
潤

は
ゼ
ロ
と
な
る
。
点
イ
と
点
ロ
の
差
額
が

超
過
利
潤
率
で
あ
り
、
イ
と
〉
に
か
こ

ま
れ
た
正
方
形
の
超
過
利
潤
額
と
な
る
。

そ
し
て
こ
の
超
過
利
潤
額
が
固
定
投
資
コ

ス
ト
H
α

と
等
し
く
な
る
。
こ
の
超
過
利

潤
額
が
次
の
期
の
固
定
投
資
に
向
け
ら
れ

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
市
場
に

お
い
て
、
す
べ
て
の
企
業
が
、
市
場
価
格

と
等
し
く
な
る
平
均
費
用
の
と
こ
ろ
で
生

産
量
H

供
給
量
を
決
め
そ
れ
ぞ
れ
独
占
的

超
過
利
潤
を
獲
得
す
る
と
い
う
の
が
、

8
5
2
E
E
O
B
R
W
Eな
い
し
独
占
的
競

争
の
市
場
均
衡
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

わ
れ
わ
れ
の
「
M
O
S付
き
サ
ン
ク
・
コ

ス
ト
」
モ
デ
ル
で
は
、
上
述
の
よ
、
つ
に
、

完
全
競
争
均
衡
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

印戸
H
H
W
8
2
5
0仏
巳
は
、
規
模
の
経
済

性

(ROBE-o白
色
由
。
色
。
)
の
代
表
例

で
あ
り
、
他
の
規
模
拡
大
の
効
果
も

印
E
H
W
8
2と
同
様
に
取
扱
う
こ
と
が
で

き
る
。
〉
門
町
包
∞
B
E
Hの
ピ
ン
製
造
の
作

業
分
割
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
受
持
ち
作

業
に
つ
い
て
の
技
術
発
明
、
熟
練
向
上
も

入
る

o
Z貸
住
色
の
外
部
経
済
も
そ
う
だ
。

個
々
の
企
業
に
と
っ
て
は
所
与
だ
が
、
そ

の
産
業
全
体
と
し
て
は
規
模
の
拡
大
に
つ

れ
、
技
術
進
歩
、
コ
ス
ト
逓
減
が
あ
り
う

る
。
こ
れ
ら
が
、
回

E
w
g巳
と
同
様
に
、

優
れ
た
機
械
、
道
具
、
工
場
設
備
と
い
っ

た
固
定
資
本
の
投
入
増
大
が
、
逓
減
コ
ス

ト
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
印
ロ
HHWg回同

白
色
巳
が
そ
れ
ら
規
模
の
経
済
性
を
含
み

こ
ん
で
い
る
と
受
け
と
ら
れ
て
よ
い
で
あ

ろ、っ。2 

合
意
分
業
モ
デ
ル

合
意
的
国
際
分
業

(
ω
m
B包
唱
ゅ
の

EE

Wm邑
oロ
)
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ど
ち

ら
の
国
が
ど
の
財
の
生
産
に
完
全
特
化
す

る
か
、
そ
し
て
相
手
国
に
生
産
を
任
せ
る

財
に
つ
い
て
市
場
(
需
要
)
を
相
互
に
提

供
し
合
う
と
い
う
何
ら
か
の
「
合
意
」
が

必
要
と
さ
れ
る
。
だ
が
こ
の
合
意
は
「
政

府
間
協
定
」
と
い
っ
た
大
げ
さ
な
も
の
で

は
な
い
。
企
業
が
利
潤
極
大
を
求
め
て
世

界
的
に
活
動
を
拡
げ
る
、
つ
ま
り
市
場
原

則
に
則
っ
て
位
。
σ巴
自
民
自
を
行
う
場
合

に
、
そ
の
行
動
の
基
本
原
理
と
な
る
の
が

「
合
意
的
分
業
」
に
他
な
ら
な
い
。
わ
れ

わ
れ
の
提
案
し
た
「
合
意
的
国
際
分
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
」
(
図
2
の
ご
と
き
)

が
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
活
動
の
す
べ
て
を

基
礎
づ
け
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
多
数
国
多
数
財
の
世
界
で

は
、
す
べ
て
の
価
格
(
財
お
よ
び
生
産
要

素
)
を
共
通
尺
度
(
た
と
え
ば

U
S
ド

ル
)
で
表
現
し
て
、
そ
の
国
際
間
絶
対
比

較
に
よ
っ
て
競
争
優
位
を
見
出
し
、
個
別

取
引
を
相
手
と
合
意
さ
せ
る
。
個
別
取
引

が
成
立
す
る
こ
と
が
「
合
意
」
な
の
で
あ

る
。
そ
の
集
合
と
し
て
の
総
合
貿
易
(
或

い
は
国
際
)
収
支
は
、
為
替
相
場
な
ど
価

値
体
系
連
結
環
の
統
合
主
体
に
よ
る
調
整

に
基
づ
い
て
均
衡
化
さ
れ
る
。
競
争
優
位

は
こ
の
調
整
を
媒
介
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る

間
接
的
比
較
優
位
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ

て
、
対
象
と
す
る
2
財
の
取
引
に
つ
い
て

は
、
比
較
優
位
に
ま
で
遡
っ
て
考
察
す
る

必
要
は
な
く
、
内
外
の
ド
ル
価
格
の
絶
対

比
較
(
図
2
の
ご
と
き
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ

ル
)
に
立
脚
し
て
考
察
を
進
め
れ
ば
よ
い
。

そ
の
方
が
企
業
の
通
常
の
行
動
で
あ
る
。

ま
た
2
財
取
引
に
つ
い
て
貿
易
収
支
均
衡

を
達
成
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
す
る
。

規
模
経
済
性
の
小
さ
い
宮
貯
江

R
な
生

産
方
式

α
か
ら
そ
れ
の
よ
り
大
き
い

g
u
g
Rな
F
方
式
へ
の
移
行
を
「
高
転

換
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
が
利
益
の
源
泉
で
あ

る
。
売
す
工
場
(
事
業
所
)
レ
ベ
ル
の
合

意
分
業
を
考
え
て
み
よ
う
。
図
2
に
お
い

て
パ
ネ
ル

ωは
第
一
工
場
、
パ
ネ
ル
川
は

第
二
工
場
で
あ
る
と
す
る

(
A
固
と

B
国

で
な
く
て
ま
た
図
2
の
対
象
財
Y
は
Y

車
種
(
小
型
車
)
で
あ
り
、
も
う
l
つ
の

図
に
お
い
て
(
描
か
れ
て
い
な
い

)
X車

種
(
大
型
車
)
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
初

期
に
お
い
て
は
、
両
工
場
で
と
も
に
平
均

費
用
が
み
向
l
p
l
k
山
向
、
な
る
宮
砂
丘
O
円な

α
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
市
場
(
需

2009.4・36世界経済評論



合意的国際分業の原理(上)

要
)
の
大
き
さ
は
、
第
一
工
場
で
は

p

b
ヘ
第
二
工
場
で
は
り
N
l
b円
で
あ
り
、

と
も
に
M
U
R

の
価
格
で
、

0
5量
一
の
小
型
車

Y
を
市
場
に
供
給
し
て
い
た
。
こ
の
時
、

2
つ
の
工
場
に
分
散
し
て
い
た
Y
車
種
の

生
産
を
第
一
工
場
に
集
中
さ
せ
、
そ
の
平

均
費
用
曲
線
を
k
t
i
p
i
kぐ
な

る

ω告
。
氏
。
円

ρμ
方
式
に
移
行
さ
せ
う
る
、
な

ら
ば
、
初
期
よ
り
も
低
い
~
J
な
る
価
格

で
、
よ
り
大
量
な
O
ぷ
を
市
場
に
提
供

(
O
向
。
円
)
し
う
る
よ
う
に
な
る
。

同
様
な
「
高
転
換
」
が
X
車
種
(
大
型

車
)
に
つ
い
て
も
起
り
、

X
車
種
は
第
二

工
場
で
集
中
特
化
生
産
す
る
の
が
よ
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
高
転
換
を
実
施
す
る
た
め

に
は
、
第
一
に
、
固
定
投
資

α
を
大
き
く

し
て
、
工
場
の
機
械
設
備
、
工
程
、
流
れ

作
業
の
方
式
、
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
技

術
進
歩
を
組
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
最
小
最
適
規
模

(
M
O
S
)
の
拡
大
を

達
成
し
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
M

O
Sを
達
す
る
に
足
る
大
き
な
市
場
(
需

要
)
が
開
拓
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る。
生
産
性
向
上
は
分
業
に
基
づ
く
。
そ
の

分
業
の
程
度
は
市
場
の
大
き
さ
に
依
存
す

る
と
〉

E
B
∞
百
件
町
は
い
っ
た
。
上
述
の

工
場
毎
に
品
種
別
特
化
生
産
に
移
し
、
よ

り
大
き
な
規
模
経
済
の
生
産
方
式
を
高
転

換
さ
せ
る
こ
と
は
、
正
に
〉
(
目
白
出
印
B
E
H

の
い
っ
た
分
業
の
技
術
的
利
益
に
他
な
ら

な
し〉円四

m
g
印
日
目
岳
の
命
題
を
「
特
化
基

準
」
と
名
づ
け
て
、
少
し
く
同
O
吋
包
匙
N
O

し
て
お
こ
、
っ
。

先
の
図

2ω
の
M
O
S付
き
サ
ン
ク
コ

ス
ト
・
モ
デ
ル
に
従
う
と
、

R
N
R
¥
h
F
.
+
~
J
V
Q
E
¥
H
~
+
~
v
h
 

な
ら
ば
、
生
産
方
式

F
の
方
が

α
よ
り
も

∞
石
σ民
O
円
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、

最
小
最
適
規
模
f
が
よ
り
大
き
く
、
到
達

平
均

(
H
限
界
)
費
用
b
が
よ
り
小
さ
い

ほ
ど
、
よ
り
自
宮
江
O
吋
な
生
産
方
式
で
あ

り
、
よ
り
大
き
い
規
模
経
済
を
達
成
す
る
。

両
方
式
に
よ
る
平
均

(
H
限
界
)
費
用

が
同
一
に
な
る
生
産
方
式
の
転
換
点
(
図

2
川
の

e点
)
と
そ
れ
に
対
応
す
る
産

出
量
の
臨
界
値

(
o
x
)

が
存
在
す
る
。
そ

れ
は
、

H

。H
Q
h
¥
(
~
r
y
l
F』
)

H
Q
E
¥
[
(む
ロ
¥
ぬ
~
+
~
J
)
|
~
v
L

と
な
る
(
た
だ
し
F
〉
~vh)
。

次
に
、
こ
の
財
へ
の
市
場
(
需
要
)
の

大
き
さ
を
D
と
す
る
と
、
次
の
「
特
化
基

準
」
が
求
ま
る
。

ω
h円
。
〈
り
な
ら
ば
、
印
石
色
白
な

F
方

式
へ
の
特
化
を
選
ぶ
。

山

H
。
V
Uな
ら
ば
、
巨

E
R

に
と
ど
ま
る
。

つ
ま
り
同
一
費
用
で
生
産
で
き
る
臨
界

量
o
x
を
越
え
る
程
に
市
場
が
大
き
い
な
ら

ば
、
吉
宮
江
O
円
方
式
に
高
転
換
す
べ
き
で

あ
る
。
逆
に
市
場
が
小
さ
い
な
ら
ば

ぽ
砂
丘
O
H
方
式
に
と
ど
ま
る
か
、
そ
の
生

産
を
放
棄
し
、
外
部
か
ら
調
達
し
た
方
が

よ
い
。
こ
れ
が
ビ
ジ
ネ
ス
が
採
用
す
る

「
特
化
基
準
」
で
あ
る
。

上
述
の
二
つ
の
工
場
が
同
一
企
業
に
属

す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
企
業
は
当
然

に
か
か
る
高
転
換
戦
略
を
利
潤
極
大
化
の

た
め
に
採
用
す
る
。
そ
れ
は
企
業
の
内
部

で
の
「
合
意
」
つ
ま
り
戦
略
に
基
づ
く
。

従
っ
て
∞
石
σ号
円
方
式
へ
の
高
転
換
と
い

う
こ
と
が
企
業
行
動
の
基
本
原
理

(
匂
円
宮
丘
立

g)
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
「
合
意
分
業
」
と
名
づ
け
る
。

gu包
O
円
方
式
へ
の
高
転
換
は
、
企
業

行
動
の
い
ろ
い
ろ
な
局
面
に
お
い
て
、
ま

た
種
々
の
違
っ
た
方
法
に
よ
っ
て
活
用
さ

れ
る
。
例
え
ば
二
つ
の
工
場
が
別
々
の
企

業
に
属
す
る
と
き
企
業
合
併
に
よ
り
両
工

場
の
同
時
的
高
転
換
を
実
現
す
る
こ
と
は

合
理
的
で
あ
る
。
車
種
別
工
場
特
化
は
圏

内
だ
け
で
も
行
わ
れ
る
が
、
第
二
工
場
を

海
外
に
設
立
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う

す
る
と
海
外
直
接
投
資

(
F
D
I
)
の
問

α
方
式

題
と
な
る
。
生
産
工
程
を
分
割
し
て
、
部

品
生
産
を
海
外
工
場
で
行
う
と
い
っ
た

o
p
F
0
5
8
Rの宮
m
の
問
題
も
発
生
す
る
。

海
外
直
接
投
資
で
な
く
、
他
企
業
と
の

種
々
の
提
携
に
よ
る

g
z
g
R
S
mも
あ

る
。
生
産
と
販
売
の
国
際
的
ロ
旦
当
日
w作

り

も

あ

る

。

こ

れ

ら

の

企

業

の

位。
σ色
民
民
芯
ロ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
行

動
基
準
と
な
る
の
が
皇
官
立
O
H
方
式
へ
の

高
転
換
と
い
う
原
則
な
の
で
あ
る
。
大
企

業
の

M
&
A
(企
業
合
併
・
買
収
)
は
、

そ
れ
に
よ
り
合
計
市
場
が
拡
大
し
、
い
く

つ
か
の
専
門
セ
ク
タ
ー
を
自
宮
江

R
方
式

に
特
化
さ
せ
う
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
企
業
は
R
&
D
(研
究
開

発
)
、
生
産
、
販
売
、
財
務
、
経
営
組
織

な
ど
、
そ
の
活
動
の
全
局
面
を
通
じ
て
、

ま
た
そ
の
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
含
め

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
「
特
化
基
準
」
を
適
用

し
て
、
利
潤
の
極
大
化
、
活
動
の
拡
張
を

は
か
る
の
で
あ
る
。
適
用
の
対
象
、
方
法

に
つ
い
て
は
各
局
面
で
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
生

ず
る
が
、
原
理
は
一
つ
で
あ
り
、
特
化
基

準
に
従
っ
て
活
動
の
高
転
換
を
は
か
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
い
く
つ
か
の
局
面
を
以

下
で
例
示
し
て
み
よ
う
。

同
一
工
場
で
の
小
型
車
と
大
型
車
の
併

行
生
産
を
や
め
て
ど
ち
ら
か
の
生
産
に
特

化
し
そ
の
生
産
方
法
を
能
率
化
す
る
の
で
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あ
る
か
ら
、
こ
う
い
う
生
産
調
整
の
コ
ス

ト
(
昼

5
5
2
8巳
)
は
小
さ
い
。

鉄
鋼
生
産
か
ら
自
動
車
生
産
へ
の
転
換

(
産
業
間
分
業
)
と
は
違
い
、
工
場
全
体

を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
必
要
も
な
い
し
、
工

場
立
地
を
移
転
さ
せ
る
必
要
も
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
生
産
調
整
コ
ス
ト
が
産
業

内
分
業
で
小
さ
い
(
低
い
)
こ
と
を
、
合

意
的
国
際
分
業
の
利
点
と
し
て
強
調
す
る

論
者
も
多
い
(
小
島
一
九
八
一
二
三
一

七
ペ
ー
ジ
一
回

S
F
R
t山C
O
N
-
u
・5
S
。

3 

先
行
研
究
一
幼
稚
産
業

論

わ
れ
わ
れ
の
展
開
は
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
や

F
・
リ
ス
ト
の
幼
稚
産
業
(
保
護
育
成
)

論
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
(
次
を
参
照
。

小
島
清
、
二

O
O八
・
二
、
宮
川
典
之
、

二
O
O
七
、
第
二
部
)
。
有
望
輸
出
可
能

産
業
と
し
て
選
ぶ
の
は
発
展
期
ト
ッ
プ
の

成
長
率
が
最
大
の
も
の

(
Y
産
業
と
せ

よ
)
で
あ
る
。
こ
の
産
業
が
最
小
の
比
較

生
産
費
で
あ
る
な
ら
ば
比
較
優
位
論
と
も

一
致
し
て
、
異
論
は
な
い
。
だ
が
Y
産
業

が
ま
だ
比
較
劣
位
に
あ
る
時
に
ど
う
す
る

か。

Y
産
業
が
成
長
の
初
期
に
あ
り
、
幼

稚
産
業
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
際
、

一
時
的
輸
入
関
税
に
よ
っ
て
外
国
の
競
争

を
排
除
し
、
幼
稚
な
Y
産
業
に
生
産
補
助

金
を
供
与
し
て
、
生
産
性
を
急
速
に
改
善

し
、
国
際
競
争
力
を
も
つ
ま
で
育
成
す
れ

ば
、
自
由
貿
易
輸
出
に
移
り
う
る
。
つ
ま

り
外
向
き
の
輸
出
産
業
育
成
論
で
あ
る
。

Y
産
業
と
い
う
国
民
的
生
産
力
の
創
設
・

拡
大
の
利
益
は
大
き
い
。

こ
れ
に
対
し
正
統
派
の
ミ
ル
H

パ
ス
テ

ー
ブ
ル
基
準
は
、
輸
入
競
争
産
業
を
輸
入

関
税
賦
課
に
よ
り
保
護
し
輸
入
代
替

(
百
一
宮
ユ
印
吾
住
吉
氏
。
ロ
)
産
業
を
生
存

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
輸
入
関

税
に
よ
る
消
費
者
余
剰
の
純
損
失
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
自
由
貿
易
の
立

場
か
ら
、
容
認
で
き
な
い
。

幼
稚
産
業
が
輸
出
産
業
に
ま
で
成
長
す

る
プ
ロ
セ
ス
は
、
わ
れ
わ
れ
雁
行
形
態
論

の
輸
入
↓
生
産
↓
輸
出
の
基
本
型
に
他
な

ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。

4 

類
似
品
水
平
分
業

何
を
も
っ
て
類
似
品
(
或
い
は
同
質

品
)
と
定
義
す
る
か
は
厳
密
に
言
、
っ
と
む

つ
か
し
い
。
一
つ
は
消
費
に
お
け
る
代
替

性
の
程
度
か
ら
す
る
区
分
で
あ
る
。
米
と

小
麦
、
茶
と
コ
ー
ヒ
ー
、
酒
と
ワ
イ
ン
と

ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
は
閉
じ
消
費
目
的
に
か

な
う
代
替
性
大
な
る
類
似
品
と
言
え
る
。

化
粧
品
、
ガ
l
メ
ン
ト
、
身
回
り
品
や
電

気
製
品
の
各
種
ブ
ラ
ン
ド
品
或
い
は
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
品
は
類
似
の
差
別
化
製
品

官
民
民
自
己
主
包
買
O
仏

5
乙
で
あ
る
。

よ
り
多
く
の
種
類
の
類
似
品
を
選
択
し
消

費
す
る
ほ
ど
効
用
が
高
ま
る
と
す
る

-02

0
同
〈

R
w
qと
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

も
う
一
つ
は
生
産
面
に
お
け
る
類
似
性

の
大
小
で
あ
る
。
自
動
車
と
い
っ
て
も
、

小
型
車
と
大
型
車
、
低
級
車
と
高
級
車
、

パ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
と
乗
用
車
な
ど
な
ど
多

く
の
品
質
差
(
或
い
は
用
途
差
)
が
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
「
自
動
車
」
と
一
括
し
、

そ
の
中
の
品
質
差
別
化
と
み
て
よ
い
。
し

か
し
同
じ
輸
送
機
械
と
は
い
え
自
動
車
、

鉄
道
、
船
舶
、
航
空
機
は
生
産
体
系
の
違

い
か
ら
お
互
い
に
類
似
品
と
は
み
な
し
え

な

u
。
わ
れ
わ
れ
は
要
素
(
資
本
)
集
約
度
、

R
Aよ(・
2
H
1
、
2
、
3
、
:
:
:
n
商

品
)
の
大
小
を
も
っ
て
理
論
的
に
財
を
区

別
し
順
序
づ
け
た
。
だ
が
財
別
資
本
集
約

度
の
実
証
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
し

か
し
大
型
車
と
小
型
車
を
資
本
集
約
度
の

ほ
ほ
等
し
い
類
似
財
と
み
な
す
こ
と
は
許

さ
れ
よ
う
。
問
題
は
、
例
え
ば
日
本
と
米

国
の
よ
う
に
、
発
展
段
階
の
ほ
ぼ
等
し
い

同
質
構
造
の
二
国
を
選
ぴ
、
大
型
車
と
小

型
車
の
よ
う
に
、
両
国
で
と
も
に
需
要
が

大
量
に
存
在
し
と
も
に
生
産
さ
れ
る
よ
う

な
類
似
品
を
、
合
意
的
国
際
分
業
の
対
象

8

と

し

て

選

ぶ

べ

き

で

あ

る

。

釦

企
業
は
利
潤
極
大
化
の
た
め
次
の
二
基

ι
n目

準
で
活
動
拡
大
の
対
象
産
業
を
選
択
す
る
。
捌

刷
所
得
弾
力
性
が
大
き
い
財
の
生
産
。
経
論

済
成
長
、
所
得
水
準
の
向
上
に
つ
れ
、
市
開

場
(
需
要
)
が
よ
り
多
く
増
加
す
る
と
見
曜

込
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
川
生
産
性
改
善
世

率
の
よ
り
大
き
い
も
の
。
そ
う
で
あ
る
程
、

競
争
優
位
を
強
め
活
動
を
拡
大
し
う
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
が
篠
原
三
代
平
教

授
(
一
九
八
七
)
の
有
望
産
業
選
択
基
準

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
各
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
他
国

と
違
っ
た
「
代
表
的
需
要
」
が
あ
る

(
F
E
色
白
訳
一
九
六
四
)
。
日
本
の
主
食

は
コ
メ
で
あ
り
、
飲
物
は
酒
で
あ
る
と
い

っ
た
こ
と
は
見
や
す
い
例
で
あ
る
。
日
本

は
、
国
土
が
狭
く
、
人
口
過
密
で
、
道
路

が
狭
く
、
車
庫
も
小
さ
い
。
従
っ
て
小
型

車
が
適
し
て
い
る
。
米
国
は
そ
の
逆
で
、

大
型
車
が
好
ま
れ
る
。
そ
こ
で
日
本
の
自

動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
代
表
的
需
要
の
あ
る

小
型
車
の
生
産
に
集
中
・
特
化
し
て
き
た
。

代
表
的
需
要
と
い
う
大
量
市
場
が
あ
る
ほ

ど
、
規
模
経
済
の
大
き
い
告
官
民
O
H
生
産

方
式
に
高
転
換
し
う
る
。
そ
の
う
え
輸
出

市
場
が
開
拓
し
う
る
と
な
れ
ば
、
い
っ
そ

う
の
能
率
化
・
高
転
換
が
達
成
で
き
る
。



合意的国際分業の原理(上)

第
二
次
大
戦
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

日
米
経
済
の
異
質
化
は
、
日
本
経
済
の
復

興
と
発
展
に
よ
っ
て
急
速
に
同
質
化
し
、

蛾
烈
な
貿
易
擦
摩
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
。

戦
後
初
期
に
は
繊
維
品
を
代
表
と
す
る
労

働
集
約
財
の
対
米
輸
出
が
洪
水
の
よ
う
に

増
え
、
貿
易
摩
擦
を
生
ん
だ
。
「
ワ
ン
ダ

ラ
1
・
ブ
ラ
ウ
ス
輸
出
」
問
題
と
言
わ
れ

た。
日
本
は
一
九
六

0
1七
O
年
に
「
所
得

倍
増
計
画
」
に
よ
っ
て
重
化
学
工
業
化
を

成
功
さ
せ
、
鉄
鋼
、
造
船
、
肥
料
な
ど
の

輸
出
を
急
増
さ
せ
、
世
界
G
D
P
と
輸
出

の
そ
れ
ぞ
れ
一
割
国
家
に
立
ち
上
っ
た
。

こ
の
間
そ
れ
ら
品
目
に
つ
き
、
日
米
交
渉

の
摩
擦
が
続
い
た
。

何
と
言
っ
て
も
、
金
額
の
大
き
い
日
米

自
動
車
貿
易
・
投
資
関
係
が
問
題
だ
。
日

本
の
対
米
小
型
車
輸
出
は
一
九
七

0
年
代

か
ら
急
激
に
拡
大
し
、
米
国
の
入
超
の
原

因
と
な
り
、
つ
い
に
米
国
は
日
本
に
輸
出

規
制
(
〈
同
月
一
〈

o-E門
賞
司
自
吉
三
円
。
，

わ
れ
わ
れ
の
図
2
の
合
意
分
業
モ
デ
ル
が

実
現
さ
れ
る
。
そ
れ
は
自
由
競
争
市
場
の

ル
l
ル
に
従
う
日
本
企
業
の
積
極
的
行
動

の
成
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

5 

日
米
貿
易
摩
擦

印
可
包
口
付
)
を
強
要
す
る
に
至
っ
た
。
一
九

八
一
年
五
月
に
年
一
六
八
万
台
と
い
う
V

E
R
が
き
ま
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
は
対
米

自
動
車
輸
出
の
増
大
は
あ
き
ら
め
て
、
米

国
で
の
自
動
車
直
接
投
資
生
産
に
踏
み
切

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
に

成
功
し
た
。

日
本
の
対
米
繊
維
品
輸
出
増
大
は
、
労

働
集
約
財
は
賃
金
の
よ
り
低
い
国
ほ
ど
低

廉
に
生
産
で
き
る
と
の
比
較
優
位

(
H
-

O
)

基

準

に

沿

う

貿

易

志

向

的

(
司
河

O
寸
一

MMg，昨日仏
σ
o氏
自
汁
包
)
輸
出

で
あ
る
(
直
接
投
資
に
つ
い
て
も
同
じ
)
。

然
る
に
、
自
動
車
は
資
本
集
約
的
だ
と

す
れ
ば
、
低
賃
金
の
日
本
か
ら
高
賃
金
の

米
国
へ
輸
出
で
き
る
と
い
う
の
は
、
比
較

優
位

(
H
・
0
)
命
題
に
相
反
す
る
こ
と

に
な
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
対
米

自
動
車
輸
出
(
後
に
直
接
投
資
生
産
)
が

増
加
し
た
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
小
型
車

(
日
本
国
内
で
は
普
通
車
)
生
産
に
、
米

国
は
大
型
車
生
産
に
専
念
特
化
す
る
、
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
相
互
輸
出
す
る
と
の
、
本

稿
で
言
う
「
合
意
分
業
」
を
果
た
し
た
か

ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

合
意
分
業
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
(
父
)
大
統

領
の
訪
日
(
一
九
九
二
年
一
月
)
を
契
機

に
、
自
動
車
諸
部
品
に
つ
い
て
、
目
標
額

を
か
か
げ
て
日
本
側
が
ア
メ
リ
カ
製
品
を

購
入
す
べ
き
民
間
の
協
定
が
成
立
し
た
。

続
い
て
ア
メ
リ
カ
側
の
日
本
製
部
品
の
購

入
を
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

は
、
明
ら
か
な
合
意
分
業
で
あ
る
。
そ
う

い
う
合
意
分
業
が
次
第
に
進
展
し
つ
つ
あ

る。
小
型
車
対
大
型
車
の
品
質
差
に
基
づ
き

日
米
間
合
意
分
業
は
自
動
車
と
い
っ
た
巨

大
市
場
商
品
に
つ
い
て
の
一
例
で
あ
る
。

酒
と
ワ
イ
ン
等
々
と
挙
げ
た

g
∞Z
(趣

味
噌
好
)
の
違
い
に
基
づ
く
合
意
的
国
際

分
業
が
、
事
実
上
数
多
く
盛
行
し
て
い
る
。

韓
国
や
台
湾
(
さ
ら
に
最
近
は
中
国
)

が
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
に
成
功
し
日
本
と
同

質
化
し
て
き
た
。
繊
維
・
衣
服
、
家
電
製

品
(
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
ク
ー
ラ
ー
な

ど
て
次
い
で
自
動
車
な
ど
で
競
争
が
激

化
し
て
き
た
。
今
な
お
存
在
す
る
一
人
当

た
り
所
得
水
準
差
の
故
に
日
本
で
は
高
級

品
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
低
廉
品
が
代
表

的
需
要
を
な
す
。
そ
れ
故
、
大
型
車
対
小

型
車
の
ケ
l
ス
と
同
様
に
、
高
級
品
対
低

廉
品
と
い
う
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
聞
の

品
質
差
に
よ
る
合
意
的
国
際
分
業
が
推
進

さ
れ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

問
題
は
、
一
方
は
Y
財
(
小
型
車
)
に
、

他
方
は
ど
こ
か
少
し
そ
れ
と
違
っ
た
X
財

(
大
型
車
)
に
特
化
す
る
と
い
う
合
意
が

成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
双
方
と
も
同
一
財
を
選
ぶ
と
い

う
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

趣
味
噌
好
の
国
民
的
相
違
が
あ
る
と
か
、

所
得
水
準
差
に
応
じ
た
異
な
る
需
要
体
系

が
存
在
す
る
限
り
、
こ
の
相
互
特
化
合
意

は
成
立
す
る
。
互
い
に
ブ
ラ
ン
ド
品
の
輸

入
を
好
む
こ
と
は
、
相
手
国
品
に
市
場

(
需
要
)
を
相
互
に
提
供
し
合
っ
て
い
る

こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
程
お
互
い
に

リ
ッ
チ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

合
意
的
分
業
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
当

該
2
国
2
財
貿
易
が
均
衡
す
る
必
要
は
な

い
。
輸
出
可
能
財
産
業
の
生
産
性
改
善
が

実
現
し
、
利
潤
が
増
大
す
る
限
り
、
特
化

生
産
を
拡
大
す
れ
ば
よ
い
。
相
手
国
も
同

様
に
利
潤
極
大
を
め
ざ
し
て
特
化
生
産
を

す
る
。
そ
の
結
果
パ
イ
ラ
テ
ラ
ル
に
は
入

超
に
陥
っ
て
も
、
第
三
国
へ
輸
出
を
拡
大

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の
取
引
は
、

当
該
国
の
対
世
界
貿
易
の
一
部
に
す
ぎ
な

い
か
ら
、
貿
易
収
支
均
衡
は
対
世
界
取
引

に
つ
い
て
調
整
す
れ
ば
よ
い
。
当
該
パ
イ

ラ
テ
ラ
ル
取
引
に
つ
い
て
貿
易
均
衡
を
達

成
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
約
か
ら
解

放
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
そ
の
輸
出
と
輸

入
か
ら
得
る
利
益
の
差
に
こ
だ
わ
る
必
要

が
な
い
か
ら
、
こ
の
種
の
合
意
は
成
立
し

易
い
の
で
あ
る
。
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舶
来
品
偏
好
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
外

国
品
(
と
く
に
趣
味
噌
好
品
や
ブ
ラ
ン
ド

品
)
に
対
す
る
需
要
の
(
価
格
・
所
得
)

弾
力
性
は
案
外
大
き
い
。
つ
ま
り
輸
入
国

に
と
っ
て
E
n
Z
(隙
間
)
商
品
に
な
る
。

輸
出
国
に
と
っ
て
は
生
産
拡
大
と
生
産
性

向
上
へ
の
誘
引
効
果
が
大
き
い
(
ち
な
み

に
囲
内
需
要
に
く
ら
べ
て
外
国
需
要
の
弾

力
性
の
方
が
大
き
い
場
合
に
、
ダ
ン
ピ
ン

グ
は
有
利
な
効
果
を
生
む
と
言
わ
れ
る
)
。

い
ず
れ
に
し
て
も
相
互
特
化
の
合
意
さ
え

成
立
す
れ
ば
、
合
意
的
国
際
分
業
の
動
態

的
利
益
が
生
み
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
双
方

国
の
毛
色
白
日
向
上
と
い
う
共
存
共
栄
の

利
益
が
期
待
で
き
る
。
主
に
需
要
差
か
ら

生
ま
れ
る
か
か
る
最
終
類
似
品
水
平
分
業

は
推
進
す
る
に
値
す
る
。
そ
れ
は
需
要
乗

数
的
貿
易
拡
大
効
果
を
生
み
出
す
の
で
あ

る。
6 

工
程
分
業

E
m
5
D
g
t
oロ
(
生
産
分
割
)
、

S
E
E
R
-
H
M
m
(
外
部
調
達
・
外
注
)
、

胃

a
c
n
Z宮
丘
町
長
N
註
O
門
戸
(
生
産
物
特
化
)
、

U
S
E
a
g
岳山
H
E
m
(
協
同
生
産
)
、

宮
古
O
口
同
町
仰
の
け

E
m
(下
請
け
生
産
)
な
ど

多
数
の
異
な
っ
た
呼
び
方
を
さ
れ
る
問
題

が

登

場

し

て

き

た

(

〉

B
去
自
色

自
作
品
0
4
『印
E
N
O
O
H
参
照
)
。
日
本
語
で

は
「
工
程
分
業
」

(
U
5
8自
由

U
R
E
W中

江
。
ロ
)
と
呼
ぶ
の
が
い
ち
ば
ん
分
か
り
易

い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
工
程
分
業
問
題
の
核
心
は
や
は
り

わ
れ
わ
れ
の
合
意
分
業
(
図
2
)
に
よ
っ

て
解
明
で
き
る
。
い
ま
、
例
え
ば
自
動
車

の
中
間
財
(
部
品
一

8
5
u
oロ
g
g
)
生

産
と
組
立
て

(
8
8
5
E
E
m
)
の
2
工

程
に
分
割
で
き
る
と
す
る
。

A
企
業
(
或

い
は
A
工
場
)
が
両
工
程
を
一
貫
し
て
統

合

(
5
8唱
m
g仏
)
生
産
を
し
て
い
る
。

そ
れ
は
宮
貯
民
日
ロ
の
方
式
に
よ
り
、

kp

l
h向
i

h
凡
な
る
平
均
費
用
曲
線
で
行
っ

て
い
た
。
完
成
車
へ
の
市
場
(
需
要
)
が

p
l
bヘ
線
に
限
ら
れ
て
い
る
と
そ
う
せ

ざ
る
を
え
な
い
(
価
格
〉
の
下
で
O
H
H
量

の
生
産
)
。

と
こ
ろ
が
中
間
財
生
産
(
こ
れ
を
X
工

程
と
す
る
)
|
|
図
2
に
は
描
か
れ
て
い

な
い
が
ー
ー
を
分
割
し
て
B
企
業
に
任
せ

そ
こ
で
特
化
生
産
さ
せ
る
(
工
程
特
化
)

と
し
よ
う
。

B
企
業
の
方
が
中
間
財
を
割

安
に
生
産
で
き
る
(
中
間
財
が
労
働
集
約

財
な
ら
ば
低
賃
金
の

B
企
業
で
割
安
に
生

産
で
き
る
。
ま
た
B
企
業
が
直
接
投
資
導

入
に
よ
り
吉
宮
江
O
H
方
式
に
移
行
す
る
な

ら
ば
そ
う
な
る
)
。
そ
こ
で

A
企
業
が
中

間
財
を
割
安
に
2
5
2
R
E
m
(海
外
か

ら

輸

入

す

る

場

合

に

は

O
略的

F
0
5

印O
戸

R
E
m
)
し
て
、
完
成
車
に
組
立
て
る

な
ら
ば
、

g
u
E
R
E
方
式
の

k
t
i
p

i
h
E
、
に
な
る
よ
り
能
率
的
な
平
均
費
用

曲
線
に
高
転
換
し
う
る
。
そ
し
て
価
格
を

H
J
に
引
き
下
げ
生
産
量
を
例
え
ば
0
5に

拡
大
で
き
る
。
た
だ
し
こ
れ
が
実
現
で
き

る
た
め
に
は
完
成
車
へ
の
市
場
(
需
要
)

が

D
l
p、
の
よ
う
に
拡
大
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

B
国
の
需
要
分
が
A
国

の
特
化
生
産
に
任
さ
れ
る
な
ら
そ
う
な
る
。

こ
れ
が
工
程
分
業
つ
ま
り
工
程
別
特
化

(
中
間
財
と
組
立
て
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の

買
o
E
2
(生
産
物
)
と
見
れ
ば
胃
o
E
2

若
宮
庄
町
住
O
ロ
)
の
利
益
に
他
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
の
示
す

如
く
、
特
化
(
印
宮
色
色
町
註
oロ
)
に
基

づ
く
生
産
性
向
上
(
よ
り
大
き
な
規
模
経

済
の
達
成
)
の
利
益
な
の
で
あ
る
。

X
工

程
に
特
化
す
る
B
企
業
に
お
い
て
同
様
な

生
産
性
向
上
の
利
益
が
得
ら
れ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
て
合
意
分
業

が
実
現
す
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
外
注
が
海
外
で
-
調
達

さ
れ
る
時
に
は
域
(
海
)
外
調
達

(
O向
田
町

0
5
8ロ
R
E
m
)
と
な
る
。
外
国

の
方
が
低
賃
金
で
あ
る
と
、
そ
れ
を
活
用

す
る
よ
う
に
労
働
集
約
的
生
産
工
程
(
そ

れ
を
昨
ω明
日
再
と
も
呼
ぶ
)
を
海
外
で

行
う
こ
と
が
有
利
に
な
る
。
た
だ
し
R
&

D
(研
究
開
発
)
や
高
技
術
の
中
間
財
な

ど
が
資
本
・
技
術
集
約
的
で
あ
る
と
、
そ

れ
を
本
国
で
行
い
、
単
純
労
働
で
行
い
う

る
組
立
て
工
程
を
海
外
に
任
せ
る
方
が
有

利
に
な
る
。
ま
た
異
な
る
部
品
の
生
産
を

い
く
つ
か
の
固
に
分
散
し
、
中
心
地
で
組

立
て
を
す
る
と
い
っ
た
ロ
2
4
3再
作
り
も

考
え
ら
れ
る
。
生
産
の
要
素
集
約
度
(
資

本
/
労
働
投
入
比
率
)
に
対
応
し
た
賃
金

率
の
場
所
へ
の
立
地
が
最
も
低
廉
に
な
る
。

そ
れ
ら
を
通
じ
重
要
な
の
は
一
つ
一
つ
の

生
産
を
、
十
分
に
能
率
的
な
最
小
最
適
規

模

(
M
O
S
)
の
も
の
に
、
現
地
の
技
術

吸
収
能
力
と
賃
金
率
を
考
慮
し
つ
つ
、
立

ち
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

先
の
「
類
似
品
水
平
分
業
」
が
需
要
パ

タ
ー
ン
の
国
別
相
違
か
ら
合
意
的
国
際
分

業
が
発
生
す
る
と
し
た
の
に
対
し
、
こ
の

「
工
程
分
業
」
は
生
産
シ
ス
テ
ム
の
垂
直

的
・
継
起
的
分
業
か
ら
能
率
向
上
を
生
み

出
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
特
色
を
も
っ
。

従
っ
て
「
供
給
乗
数
的
」
連
環
効
果
を
国

際
的
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
「
国

際
分
業
」
或
い
は
「
協
調
生
産
一

g'

胃
邑
民
民
自
」
或
い
は
「
地
域
的
生
産

ロぬけ
4
5昇一月間)一
Z
」
と
い
う
実
感
の
強
い

合
意
的
国
際
分
業
で
あ
る
。
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合意的国際分業の原理(上)

同
門

ω
m
B
S
Z
Z
8
5
0
0
ミ(』
0ロ
2

m
ロ
門
日
間
目
。
円
N
W
O
羽田
E
H
m
v
m
V
0
・
N
C
C
H

一

口
σ同
門
目
。
出
N
C
C
H
な
ど
)
は
、
部
品
生
産

と
組
立
て
と
い
っ
た
工
程
(
生
産
ブ
ロ
ッ

ク
)
を
分
割
・
分
散
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

特
化
利
益
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
諸
工
程
を
連
結
(
間
島
)
す
る
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
コ
ス
ト
、
つ
ま
り
連
結
コ
ス

ト
(
或
い
は

8
0邑
宮
山
氏
。
ロ

8
2
)
を
節

約
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
合
意
的
国
際

分
業
や
地
域
的
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(HNom-oロ色

310仏ロ
2-oロ
Z
2
4
2ユ同一

回目
uZ)
は
大
い
に
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
、

強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
ビ

ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
(
図
1
、
図
2
)
と
同

じ
も
の
を
用
い
て
解
明
し
て
い
る
。
こ
れ

は
内
部
化
理
論
が
、
種
々
の
取
引
コ
ス
ト

(
可
目
的
白
色
8

8巳
)
を
最
も
大
き
く
節

約
し
う
る
方
法
を
、
市
場
規
模
に
応
じ
て
、

例
え
ば
貿
易
か
直
接
投
資
生
産
か
そ
れ
と

も
技
術
ラ
イ
セ
ン
ス
か
を
選
択
す
べ
し
と

し
た
の
と
、
全
く
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

今
国

2ω
が
、
自
国
(
こ
こ
で
は
A
)

が
部
品
を
外
国
で
直
接
投
資
生
産
し
て
域

外
調
達

(
O
F
F
O
B
S
Rの
Em)
す
る
ケ

ー
ス
で
あ
る
と
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
自

7 

連
結
コ
ス
ト
の
節
約

国
で
部
品
生
産
と
組
立
て
と
を
統
合
し
て

一
貫
生
産
し
た
場
合
に
は
宮
砂
ユ

R
方
式

α
に
な
り
、
凡
な
る
高
い
平
均
費
用
を
要

し
た
。
と
こ
ろ
が
域
外
調
達
で
部
品
を
安

く
入
手
し
て
、
組
立
て
を
す
る
と
、

g
u
o号
円
方
式

F
に
高
転
換
で
き
て
、

D
リ

な
る
安
い
平
均
費
用
で
完
成
品
Y
を
供
給

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

だ
が
域
外
調
達
を
す
る
に
は
種
々
の
取

引
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
少
く
と
も
部
品
の

運
送
費

(
R
B
8
0立
註
S
与
問
向
。
)
が

要
る
。
製
品
コ
ス
ト
の
節
約
分
は
(
〉
ー

、
乙
で
あ
る
が
、
取
引
コ
ス
ト
が
そ
れ

を
上
回
る
な
ら
ば
、
か
か
る
域
外
部
品
調

達
を
組
立
て
と
い
う
工
程
分
業
(
そ
う
い

う
吟
呂
田

g
g件
目
。
ロ
)
は
や
る
に
値
し
な

い
。
従
前
の
統
合
生
産
の
方
が
割
安
に
つ

く
。
逆
に
言
え
ば
、
取
引
コ
ス
ト
が
、
工

程
分
業
に
よ
る
コ
ス
ト
節
約
分
よ
り
も
小

さ
く
、
か
つ
取
引
コ
ス
ト
が
よ
り
多
く
軽

減
さ
れ
る
ほ
ど
、
工
程
分
業
(
よ
り
一
般

的
に
言
え
ば
各
種
の
骨
担
問
ロ

g
g同日0
ロ)

は
も
う
か
る
も
の
に
な
り
、
促
進
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

取
引
コ
ス
ト
の
軽
減
に
は
、
大
別
し
て

三
種
の
ル
l
ト
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、

上
述
の
運
送
費
の
低
減
で
あ
る
。
一
九
世

紀
末
の
鉄
道
と
蒸
気
鉄
船
の
出
現
、
第
一

次
大
戦
後
か
ら
の
自
動
車
と
航
空
機
の
普

及
に
よ
り
、
運
送
費
は
費
用
的
に
も
時
間

的
に
も
大
幅
に
低
下
し
た
。
世
界
諸
国
は

お
互
い
に
、
昔
に
く
ら
べ
何
十
分
の
一
か

の
近
い
存
在
と
な
っ
て
き
た
。
経
済
活
動

の
国
境
を
越
え
て
の
拡
大
、
つ
ま
り
グ
ロ

l
パ
ラ
イ
ゼ
l
シ
ヨ
ン
を
可
能
に
し
、
促

進
し
た
。
小
量
高
価
な
半
導
体
部
品
な
ど

の
生
産
は
、
空
港
近
傍
に
立
地
す
る
よ
う

に
さ
え
な
っ
た
。

第
二
の
ル

1
ト
は
、
通
信
技
術
の
革
命

的
進
歩
で
あ
る
。

R
&
D
か
ら
始
ま
り
生

産
・
販
売
・
財
務
に
至
る
一
連
の
ビ
ジ
ネ

ス
取
引
の
契
約
(
合
意
)
達
成
に
は
、
多

数
の
情
報
が
要
り
、
繰
り
返
し
交
渉
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
取
引
コ
ス
ト
を
引
き
下

げ
る
の
に
、
運
送
費
の
軽
減
と
な
ら
ん
で
、

通
信
費
の
低
下
が
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
促
進
し
た
。
こ
と
に
一
九
人

0

年
代
か
ら
米
国
で
始
ま
っ
た
I
T或
い
は

I
C
T
(ぽ同
O
吋
自
民
芯
中

8
5
5足比
g位。ロ

件ゅの

E
o
g明
)
草
命
は
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
に

は
か
り
知
れ
な
い
程
の
衝
撃

(E'

冨
の
け
印
)
を
与
え
そ
の
変
革
を
も
た
ら
し

つ
つ
あ
る
。

I
C
T革
命
が
そ
れ
自
体
巨

大
な
規
模
経
済
を
生
み
出
し
情
報
伝
達
の

コ
ス
ト
を
著
し
く
逓
減
さ
せ
る
(
図
1
、

2
の
T
C
な
ら
び
に
A
C
コ
ス
ト
曲
線
の

よ
う
に
)
。
固
定
電
話
に
は
、
回
線
な
ど

大
き
な
固
定
投
資
が
要
る
が
、
利
用
者
が

¥ 増
加
す
れ
ば
、
加
入
者
数
の
二
乗
の
率
で

便
益
が
増
し
、
コ
ス
ト
が
逓
減
す
る
。
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
と
携
帯
電
話
の
よ
う
に
固

定
投
資
も
少
額
で
済
む
よ
う
に
な
る
。
従

っ
て
開
発
途
上
国
で
も
そ
の
普
及
は
急
速

で
か
つ
顕
著
で
あ
る
。

I
C
T革
命
に
よ
っ
て
最
大
の
変
革
を

遂
げ
つ
つ
あ
る
の
が
国
際
金
融
取
引
で
あ

る
。
二
四
時
間
継
続
し
て
聞
い
て
い
る
世

界
各
地
の

o
F
E
R
E自
ロ
色
白

R
Zけ

を
通
じ
、
電
子
メ

l
ル
や
E
5
5
2を
利

用
し
て
、
大
量
の
金
融
資
産
(
外
国
為
替

や
債
券
)
の
為
替
取
引
を
瞬
間
的
に
行
い

う
る
。
世
界
の
外
国
為
替
市
場
の
取
引
高

は
一
日
当
た
り
一
兆
五

0
0
0億
ド
ル
に

達
し
、
世
界
貿
易
額
の
約
七

O
倍
に
の
ぼ

る
。
し
か
も
高
レ
パ
レ
ッ
ジ
な
投
機
的
取

引
も
多
く
、
為
替
相
場
を
混
乱
さ
せ
る
。

一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
・
金
融
危
機

な
ど
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

I
C
T革

命
に
よ
っ
て
促
進
・
加
速
さ
れ
る
多
国
籍

銀
行
集
団
の
手
中
に
、
世
界
経
済
の
将
来
、

ι

そ
の
秩
序
が
握
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
捌

見
え
る
。
か
れ
ら
が
世
界
経
済
の
統
治

(
m
o
S
E
E
B
)
に
と
っ
て
最
も
重
大
な

影
響
力
を
持
ち
つ
つ
あ
る
。
逆
に
、
為
替

相
場
の
調
整
な
ど
マ
ク
ロ
経
済
政
策
に
よ

り
国
際
収
支
を
均
衡
化
す
べ
き
国
家
の
役

割
と
そ
の
実
行
力
は
著
し
く
後
退
さ
せ
ら

41・世界経済評論



れ
て
い
る
。
こ
こ
に
世
界
経
済
新
秩
序
の

金
融
的
側
面
に
お
け
る
重
大
問
題
が
潜
ん

で
い
る
。
I
C
T伝
達
手
段
の
便
利
さ
に
助
け
ら

れ
て
各
種
の

N
G
O
(非
政
府
団
体
)
や

N
P
O
(非
営
利
団
体
)
の
活
動
が
活
発

化
し
、

W
T
O
や
地
球
環
境
問
題
に
つ
い

て
、
無
視
し
え
ざ
る
圧
力
団
体
な
い
し
地

球
主
体
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
注
目
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

8 

市
場
・
国
家
・
地
域
経

済
統
合

一
方
、
生
産
者
・
配
給
者
と
し
て
の
企

業
、
他
方
、
需
要
者
・
消
費
者
と
し
て
の

家
計
と
い
う
個
別
的
経
済
主
体
が
、
国
民

国
家

(
E
E
oロ∞
S
Z
)
の
枠
を
超
え
て

(
素
通
り
し
て
)
、
例
え
ば
電
子
商
取
引
と

い
う
I
T
(情
報
技
術
)
革
命
を
活
用
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を
形
成
し
、
取
引

を
増
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

従
来
の
国
際
経
済
化
が
、
あ
く
ま
で
国
家

と
か
国
民
経
済
と
い
う
総
合
的
主
体
の
存

在
を
前
提
に
お
い
た
国
際
間

(
E
R自由自

民
自
色
)
な
取
引
の
深
化
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
そ
れ
と
は
質
的
に
異
な
る
、
超
国

家
(
印
石

E
'
E位
。
口
弘
)
の

B
n
B
σ
(
機

構
)
す
な
わ
ち
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
が
成
立

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
国
家

の
役
割
は
減
退
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が

提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
こ
の
動
向
は
、
す
べ
て
の
活
動
を

一
企
業
内
で
統
合
的
に
行
う
(
内
部
化
)

よ
り
は
、
そ
れ
ら
を
い
く
つ
か
に
専
門

化
・
特
化
さ
せ
、
残
り
の
多
く
を
他
企
業

と
の
市
場
を
通
ず
る
協
調
(
色
百
円
。
)

つ
ま
り
外
部
化
に
よ
っ
て
能
率
的
に
行
う

と
い
う
市
場
重
視
の
協
調
体
制
へ
の
前
進

を
意
味
す
る
。
取
引
コ
ス
ト
は
即
ち
企
業

聞
の

g
R門出
g
a
g
(協
調
)
コ
ス
ト
と

言
い
直
し
て
も
よ
い
。

こ
の
柱
。
σ
ω
E
N
O
仏
当
日
E
B
R
w
m
w門は、

既
存
諸
国
家
と
は
独
立
に
、
経
済
取
引
の

方
法
、
一
物
一
価
の
需
給
均
衡
を
も
た
ら

す
自
由
競
争
、
決
済
・
会
計
方
式
、
法
律

的
側
面
な
ど
の
位
。
σ包
忠
告
含
昆
を
作
り
、

市
場
に
よ
る
統
治
(
問
。
〈

O
B自
8
)
を

は
か
る
。
最
も
進
ん
だ
国
の
市
場
競
争
方

式
が

2
8仏
間
色
と
し
て
支
配
的
に
な
る
か

ら
、
超
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
即
ち

〉
B

O

ロ
の
自
民
N
山江
O
ロ
と
い
、
つ
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
企
業
主
導
に
よ
る
超
国
家
秩
序

「
司
良
冨

σ
R
B巴
g
」
を
生
み
出
す
か
も

し
れ
な
い
。

も
う
一
つ
第
三
の
ル
l
ト
と
し
て
、
国

境
を
越
え
る

(RogσoaoH)
モ
ノ
、

サ
ー
ビ
ス
、
カ
ネ
、
ヒ
ト
の
移
動
に
対
す

る
障
害
の
軽
減
な
い
し
撤
廃
が
あ
る
。
「
自

由
化
一

5
0円
山
町
自
民
自
」
と
総
称
し
て
お

こ
う
。
そ
う
い
う
制
度
の
改
善
が
あ
る
。

第
一
に
、
輸
入
関
税
、
数
量
規
制

(ρEoω)
、
そ
れ
に
通
関
手
続
な
ど
国
境

に
お
け
る
関
税
・
非
関
税
の
直
接
的
貿
易

障
害
を
軽
減
・
撤
廃
す
る
と
い
う
第
一
種

の
浅
い
(
印
町
住
0
4
『
)
自
由
化
が
あ
る
。

こ
れ
だ
け
は
売
ず
最
低
限
実
行
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
が
G
A
T
T
/
W
T
O

の
多
角
的
貿
易
交
渉
ラ
ウ
ン
ド
の
ね
ら
い

で
あ
り
、
一
九
四
七
年
以
来
第
八
回
の
ウ

ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
(
一
九
九
四
年
妥

結
)
に
至
る
交
渉
に
よ
っ
て
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
き
た
。

第
二
に
、
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
の
国
境
を

越
え
る
流
通
の
自
由
化
だ
け
で
な
く
、
資

金
、
経
営
(
直
接
投
資
)
、
さ
ら
に
ヒ
ト

の
国
際
的
移
動
の
自
由
化
が
促
進
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
第
三
に
、
企
業
経
営
や
市
場
競

争
の
在
り
方
、
金
融
制
度
、
企
業
や
市
場

の
国
家
(
政
府
)
に
よ
る
統
治
の
方
策
な

ど
の
諸
制
度
を
国
際
的
忠
告
仏
間
色
に
沿
う

よ
う
5
沙門
B
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
る
。

W
T
O
加
盟
(
二

O
O
二
年
か

ら
)
に
と
も
な
う
中
国
の
制
度
改
革
が
そ

の
よ
い
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
第
二
、
第
三

を
よ
り
深
い
(
骨
σ宮
門
)
自
由
化
と
言

、
司
ノ
。

ーJ

同
質
化
し
た
世
界
経
済
(
或
い
は
統
合

地
域
経
済
)
の
活
性
化
策
と
し
て
わ
れ
わ

れ
が
勧
め
る
合
意
的
国
際
分
業
(
協
調
生

産
)
は
、
市
場
(
需
要
)
の
相
互
提
供
合

意
を
先
決
条
件
と
す
る
。
自
由
化
と
は
市

場
開
放
で
あ
り
、
ま
さ
に
必
要
と
さ
れ
る

先
決
条
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
。
関
税

と
輸
入
数
量
制
限
と
い
う
国
境
で
の

各
包
宮
司
な
自
由
化
が
最
低
限
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
の
が
G
A
T
T
/

W
T
O
の
多
角
的
自
由
化
交
渉
の
任
務
で

あ
る
。
だ
が
第
二
、
第
三
の
知
き
よ
り
深

い
自
由
化
、
よ
り
広
範
な
市
場
開
放
の
た

め

に

は

地

域

統

合

(
H
O
m
守
口
弘

吉
宮
崎
色
。
ロ
)
が
必
要
で
あ
り
有
効
で
あ

る
。
加
盟
国
が
一
四
四
に
も
達
し
た
W
T

O
で
は
、
田
町
住
0
4
『
自
由
化
し
か
(
そ
れ

と
世
界
貿
易
の
ル

l
ル
作
り
)
推
進
し
え

な
い
。
こ
れ
に
比
べ
地
域
統
合
は
よ
り
深

い
自
由
化
を
推
進
し
、
国
際
貿
易
拡
大
の

基
盤
た
る
域
内
合
意
分
業
の
構
築
、
そ
し

て
経
済
成
長
の
好
循
環
的
発
展
を
生
み
出

す
。
そ
う
い
う
相
互
に
補
完
的
な
役
割
を

果
た
す
も
の
と
し
て
、

W
T
O
の
知
き
グ

ロ
ー
バ
ル
な
機
構
と
地
域
経
済
統
合
と
の

両
立
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
種
の
国
境
取
引
へ
の
障
害
の

軽
減
が
、
取
引
コ
ス
ト
(
或
い
は

g
o
E
B
邑
8
8
2
)
を
節
約
さ
せ
、
企
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合意的国際分業の原理(上)

業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
大
い
に
促
進

し
た
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、

そ
れ
ら
障
害
が
い
く
ら
か
で
も
残
存
す
る

限
り
、
一
国
の
中
の
特
定
都
市
に
生
産
活

動
が
集
積

2mm-。
B
R邑
oロ
)
し
た
方

が
取
引
コ
ス
ト
を
最
小
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
需
要
変
化
に
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
大
消
費
地
に
立
地
し
た
方
が
有
益
だ

と
さ
れ
る
(
藤
田
ほ
か
二

0
0
0
参

照
)
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
本
拠
地
豊
田
市

が
良
い
例
で
あ
る
。
中
心
の
組
立
て
工
場

を
め
ぐ
っ
て
、
部
品
の
下
請
企
業
が
集
積

し
、
「
カ
ン
パ
ン
」
生
産
方
式
を
成
り
立

た
し
た
。
加
う
る
に
銀
行
、
輸
送
、
輸
出

入
取
引
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
フ
ラ
も

整
備
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
豊
田
市
全
体
の

社
会
的
能
率
が
高
ま
り
、
急
成
度
を
と
げ

つ
つ
あ
る
(
関
二

O
O
一
、
丸
屋
二

0
0
0を
見
よ
)
。

最
近
は
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
・
タ
イ
プ

の
頭
脳
集
団
都
市
が
次
つ
ぎ
と
造
成
さ
れ

た
。
こ
れ
は
大
学
と
連
携
を
と
っ
て
、
知

識

(
E
o
d
i
包
mゆ
)
・
技
術
の
集
積
を
促

進
し
つ
つ
、
そ
の
共
同
活
用
を
は
か
る
も

の
で
、

2
0ロ
ogF何
回

O
同
印
ロ
位
。
の
み
な
ら

ず

R
O
B
E
B
o
p
g宮
自
己
ロ
2
4
8再

の
利
益
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

輸
出
加
工
区
(
開
M
6
0
3
司
円

ORa-ロ
m

N
0
5
一何一勺
N
)

は
、
一
九
六
六
年
に
台

湾
の
高
雄
に
設
立
さ
れ
た
も
の
を
曙
矢
と

す
る
が
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー

シ
ア
を
は
じ
め
、
メ
キ
シ
コ
の
マ
キ
ラ
ド

l
ラ
、
さ
ら
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
『
門
吉
田
可
「

色

『

5
0
叶
日
仏

O
N
oロ
命
的
な
ど
に
普
及
し

た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
は
全
地
域
が

E
P
Z
だ
と
見
て
よ
い
。
中
国
が
深
訓
な

ど
沿
海
特
別
開
放
区
で
行
っ
た
の
は
E
P

Z
式
輸
出
加
工
産
業
の
育
成
拡
大
で
あ
っ

た
。
最
近
の
個
門
流
域
開
発
(
斎
藤
祥
男

二
O
O六
・
六
)
や
パ
ン
タ
ム
島
・
ピ
ン

タ
ン
島
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
)
の
工
業
団
地

構
築
も
同
じ
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

E
P
Z
は
、
一
種
の
保
税
地
域
と
し
て

の
工
業
団
地
を
整
備
し
、
外
国
企
業
の
直

接
投
資
進
出
を
誘
引
す
る
。
中
間
財
輸
入

(
輸
入
コ
ン
テ
ン
ト
)
に
対
し
て
関
税
そ

の
他
の
障
害
を
一
切
設
け
な
い
。
こ
こ
に

中
間
財
と
い
う
の
は
、
原
材
料
や
半
製
材

料
な
ど
で
な
く
、
工
場
の
機
械
・
設
備
と

各
種
の
冨
自
阻
σ目
。
包
括
Z
(
生

産

技

術
・
経
営
ス
キ
ル
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
)

の
す
べ
て
を
含
む
。
進
出
企
業
は
そ
れ
ら

中
間
財
を
無
関
税
で
輸
入
し
、
現
地
の
有

能
に
し
て
低
賃
金
の
労
働
力
を
活
用
し
て
、

製
品
に
仕
上
げ
、
優
位
な
競
争
力
を
得
て

輸
出
す
る
。
他
方
、
ホ
ス
ト
国
は
外
貨
を

使
わ
ず
に
、
工
業
化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
一
雇

用

機

会

を

増

す

こ

と

が

で

き

る

(ロ
Z
叫，

Z
の
自
門
凶
H
F
0
5∞∞)。

こ
こ
で
、

E
P
Z
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
中

間
財
の
輸
入
、
製
品
の
輸
出
に
つ
い
て
、

関
税
が
撤
廃
さ
れ
、
取
引
コ
ス
ト
が
節
約

さ
れ
る
こ
と
を
誘
引
と
し
て
い
る
。
東
ア

ジ
ア
諸
国
聞
の
生
産
ロ
2
4
2円
W
に
つ
い
て

こ
の
種
の
貿
易
自
由
化
が
先
ず
も
っ
て
配

慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

A
I
C
O
(
ア

セ
ア
ン
産
業
協
力
)
ス
キ
l
ム
(
ア
セ
ア

ン
域
内
で
は
中
間
財
と
製
品
に
つ
き
関
税

を
撤
廃
な
い
し
低
率
に
す
る
)
と
か
、
ビ

ジ
ネ
ス
・
ピ
ザ
(
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ン
が
何

回
も
入
出
国
で
き
る
よ
う
な
ピ
ザ
)
と
か
、

企
業
活
動
の
ロ
件
当
日
w作
り
を
促
進
す
る

方
策
が
案
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
(
そ
れ
と
合

意
分
業
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
田
中
武

憲
(
二

O
O七
)
を
参
照
)
。

合
意
的
国
際
分
業
の
一
つ
の
成
功
例
は
、

一
九
六
五
年
に
成
立
し
た
米
加
自
動
車
協

定
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
自
動

車
と
そ
の
部
品
に
関
し
両
国
は
関
税
を
全

廃
す
る
。
そ
の
結
果
両
国
企
業
は
、
生
産

す
る
完
成
車
や
部
品
の
種
類
を
そ
れ
ぞ
れ

特
定
の
も
の
に
限
り
、
受
け
も
っ
た
品
種

に
つ
い
て
は

M
O
S規
模
生
産
、
そ
し
て

費
用
逓
減
を
達
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
図

2ω
で
説
明
し
た
車
種
別
(
或
い

は
部
品
別
)
生
産
特
化
で
あ
る
。
既
述
の

よ
う
に
そ
こ
で
は
調
整
コ
ス
ト
は
小
さ
い
。

こ
の
結
果
米
加
聞
の
自
動
車
関
連
貿
易
は

大
い
に
拡
大
し
た
。
こ
と
に
そ
れ
ま
で
自

動
車
関
連
で
入
超
で
あ
っ
た
カ
ナ
ダ
側
が

対
米
出
超
に
転
じ
た
。
確
か
に
関
税
撤
廃

が
大
き
な
刺
激
に
な
っ
た
に
は
違
い
な
い

が
、
車
種
別
(
或
い
は
部
品
別
)
生
産
特

化
が
実
行
で
き
た
の
は
、
実
は
カ
ナ
ダ
の

自
動
車
企
業
と
い
う
の
は
殆
ど
す
べ
て
ア

メ
リ
カ
企
業
の
子
会
社
か
そ
れ
と
の
合
併

企
業
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
企

業
内
分
業
の
再
編
成
に
他
な
ら
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

国
家
(
政
府
)
の
役
割
は
そ
の
よ
う
な

企
業
の
市
場
に
お
け
る
能
率
的
な
自
由
な

行
動
を
促
進
す
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
、

就
中

g
R
a
E巴
8
8巳
の
軽
減
を
は
か

る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
米
加
自
動
車
協
定
の
成
功
が
刺
激

と
な
り
、
一
九
八
九
年
か
ら
米
加
自
由
貿

協
定
が
、
さ
ら
に
一
九
九
四
年
か
ら
メ
キ

シ
コ
を
加
え
た
北
米
自
由
貿
易
協
定

(
N

A
F
T
A
)
が
発
足
し
た
。
そ
こ
で
例
え

ば
日
本
企
業
が
カ
ナ
ダ
や
メ
キ
シ
コ
で
直

接
投
資
生
産
を
す
る
場
合
、
そ
の
製
品
を
論

米
国
へ
輸
出
す
る
に
は
高
い
率
の
域
内
コ
用

ン
テ
ン
ト
が
要
求
さ
れ
、
め
ん
ど
う
な
原
蛭

産
地
証
明
の
問
題
を
伴
う
。
こ
れ
は
統
合
間

地
域
の
域
内
産
業
に
有
利
に
、
域
外
の
日
鴻

本
な
ど
に
不
利
に
働
く
差
別
待
遇
に
陥
る
。
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検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

[注](l
)
図
1
の
寸
O
互
の
0
2
図
は
回

R
E弓
自
色

。
回
目
印
O
ロ
(
同
混
同
)
が
提
示
し
た
。

M
O
S
を
加

え
た
の
は
私
が
(
小
鳥
一
九
九
O
、
二
一

七
ペ
ー
ジ
、

E昔
話
』

E
m
s
s
u
h
)
で

発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
が
』
0
自由

自
品
百
四
件
。
当
日
E
2
3
0・
8cru-M印
)
お

よ
び
木
村
(
二

O
O
二
、
四
一
ペ
ー
ジ
)
が

引
用
し
た
も
の
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を

最
近
発
見
し
た
。
小
島
の
は
「
内
部
化
理

論
」
、
か
れ
ら
は
「
時
国
間

B
Bムg
t
oロ
理
論
」

の
解
明
と
い
う
よ
う
に
適
用
目
的
が
や
や
異

な
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
よ
り
大
き
な
規
模

経
済
の
達
成
と
い
う
分
析
方
法
に
お
い
て
は

全
く
同
一
な
の
で
あ
る
。

(2)
こ
の
比
較
優
位
の
決
定
因
に
つ
き
、
同
M
白

-CH

F-C唱
出
自
自
品
目
N
S
E
d『
色
∞
著
、
大
山
道

広
ほ
か
訳
『
マ
ク
ロ
経
済
学
』
(
東
洋
経
済
新

報
社
、
二

O
O七
、
四
八
九
ペ
ー
ジ
)
が
次

の
指
摘
を
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

「
日
本
が
自
動
車
生
産
で
比
較
優
位
を
持
つ

の
は
日
本
企
業
が
開
発
し
た
優
れ
た
生
産
技

術
に
よ
る
も
の
だ
。
そ
の
技
術
の
お
か
げ
で
、

日
本
企
業
は
欧
米
の
ラ
イ
バ
ル
企
業
と
同
じ

量
の
労
働
と
資
本
を
使
っ
た
と
し
て
も
ラ
イ

バ
ル
た
ち
よ
り
多
く
自
動
車
を
生
産
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
」
。

た
し
か
に
、
資
本
に
つ
ぐ
第
三
の
説
明
変

数
と
し
て
の
「
技
術
」
を
持
ち
出
す
の
は
、

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
日
本
国
内
で
重

要
な
役
割
を
果
た
す
「
カ
ン
パ
ン
方
式
」
の

如
き
が
、
海
外
直
接
投
資
生
産
で
も
同
様
に

貢
献
す
る
の
か
疑
問
が
残
る
。

(3)
』O
ロ
町
田
自
己
一
百
四
円

N
E若
田
区
(
N
C
O
H
)
や
り
四

時
仏
O

昆
(
N
C
C
H
)
に
よ
っ
て
、

-moρ
ロ
自
同
分
析

に
ま
で
遡
っ
て
仲
田
明
ロ

g
g位
。
ロ
の
利
益
が
解

明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
数
国
多
数
材

の
貨
幣
経
済
モ
デ
ル
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
証

明
し
た
よ
う
に
、
共
通
ド
ル
表
示
の
諸
価
格

(
財
、
生
産
要
素
の
)
の
絶
対
差
に
従
っ
て

す
べ
て
の
企
業
戦
略
を
樹
立
す
れ
ば
足
り
る

の
で
あ
る
。
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